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《論  説》
納税の義務に関する一考察














































































































































































































































































































































































































































































 （14）　谷口勢津夫『租税基本講義［第 6 版］』4 頁（弘文堂、2018）。 
 （15）　金子宏・前掲注 9・10頁。 






 （18）　最高裁平成23年 9 月22日判決、判タ1359号75頁。 
 （19） 　三木義一及び廣田直美「『納税の義務』の成立過程とその問題点」税理57
巻 1 号87頁（2014）。 
 （20） 　税務経理協会編『素顔の税理士法～衆議院大蔵委員会議事録構成～』45
頁（税務経理協会、1980）坂口（力）委員発言「今日の制度は、これは国税の大
部分がそうでありまするけれども、納税者と税務官署の相互信頼を基調と
した申告納税制度がとられているだけでございます」。 
 （21） 　日本税理士会連合会編『新税理士法［三訂版］』51頁（税務経理協会、
2008）。 
 （22）　「第91回国会　参議院大蔵委員会会議録第十号」50頁。 
 （23）　日本税理士会連合会編・前掲注20・51頁。 
 （24） 　税務経理協会編『素顔の税理士法～衆議院大蔵委員会議事録構成～』44
頁（税務経理協会、1980）「独立した公正な立場、独立というのは、税務官庁
に対しても積極的に主張する・・・。・・・依頼人に対して、依頼人べったり
でない、やはり専門家として適正な判断を下す、両面を持っている・・・そ
れを考えた税務に関する専門家という意味」。 
